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はじめに 

今回の『プラチナ四半期レポート』は2024年第1四半期の需給のレビュー、そして2024年全体の予測更新となる。プラチナ投資家

に役立つ情報、注目すべきトレンドとそれに対するWPICの見解、そしてプロダクトパートナー各社の最新情報も取り上げた。当

レポートの6ページからのデータおよび分析はメタルズフォーカスが WPIC のために独自に作成したものである。 

 

プラチナ市場は２年目の大幅な供給不足に突入 

• 2024年の第１四半期の供給不足 11.5トンとなった。2024年全体の供給不足は 14.8トンになる予測。ちなみに2023年は 26.5ト

ンであった。 

• 2024年も供給リスクは 引き続き大きなテーマで、鉱山供給は過去数年間の流れは変わらず、南アフリカとロシアの減産を背景

に前年比でマイナス 3%。リサイクル供給は、2024年第1四半期は前年同期と比べると安定しており、回復ペースにリスクは残

るものの、通年予測が初めて上向く可能性が出てきた。 

• プラチナ需要は、自動車需要が2017年以来最大だったにもかかわらず、2024年第１四半期は 大きく増えなかった。2024年全体

の需要はマイナス 5% と予測されているが、その根拠は前年の工業需要が過去最高だったこと、米国と日本のインゴットとコ

インの投資需要の弱い見通し、まだ続く高金利の中でETF の売りが増えるとされることなどだ。 

• 今回我々の需要データには二つの重要な変更が加えられた。まず水素関連のプラチナ需要が工業分野の独立した項目として工

加えられた(燃料電池自動車のプラチナ需要はこれに含まれない)。さらにインゴットとコインのデータには、プラチナの安値

と市場開拓で上昇著しい中国の需要が分けられた。 

 

プラチナの供給と需給 – 第1四半期の傾向と2024年の展望 

 

2024年第1四半期の供給不足は供給の低迷が続く中で 11.5トン 

2024年の第1四半期の間、プラチナの供給を妨げるいくつかの動きがあった。南アフリカの鉱山供給は前年同期に比べて計画停電

が目に見えて減ったのは生産にはプラスになったが、西リム地区の運営問題と、低いPGM 価格の影響でシャフトと鉱山地区の閉

鎖が行われ減産になったことで一部相殺されてしまった。ロシアの鉱山供給は前年同期と比べて安定していたが、今後は溶鉱炉

のメンテナンス計画がある。ジンバブエと北米の鉱山供給はわずかながら増産。これらを合わせると鉱山供給は前年同期比で 1% 

増えて 38.4トンになった。リサイクルは前年同期比でマイナス  2% の 12.1トン。スクラップヤードで廃車スクラップを貯めて

いるとの報告があるが、これは中国で売りに出される中古宝飾品が増えたことで相殺された。2024年の第1四半期の供給は全体で 

50.5トンで、昨年同期と比べると安定しているが、鉱山供給の季節的な変動から前期比ではマイナス 12% となった。 

2024年の第1四半期の需要は 62.0トン と堅調だったが、前年同期比ではマイナス 6% 。需要が低迷した一因は、日本の個人投資家需

要が弱く、高い金利を受けて ETF 需要が減ったために投資需要が前年同期比でマイナス 68%  (-4.2トン)となったことにある。

そのほか、工業需要は中国の生産能力拡大期間が終わり化学プラントの建設が減ったため、前年同期比マイナス 7% だった。朗

報としては自動車のプラチナ需要が前年同期比で 3% 増え、宝飾品需要も 5% 増えた。自動車需要は自動車生産が増えたことと、

ハイブリッド車が伸びたこと、プラチナとパラジウムの代替が進んだことなどが背景だ。宝飾品需要は中国(マイナス 0.3トン)以

外の幅広い地域で増えた。  

第1四半期の供給不足は 11.5トン。  

プラチナ四半期レポート 
2024年第1四半期  2024年5月13日 
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2024年の展望 – 供給は低迷、需要は堅調、供給不足は 14.8トン 

2024年の供給不足 (-14.8トン) 予測は、2024年3月に発表した前回の四半期レポートよりも 1.8トン 多くなった。 

2024年全体の鉱山供給予測は、前回のプラチナ四半期レポートの予測よりも 0.6トン 減った。減った理由は主に南アフリカにあ

る。南アフリカでは計画停電が減ったにもかかわらず、工場の再編成、シャフトと採掘鉱区の閉鎖、増産計画が予想よりも遅れ

ていることなどが原因で精錬プラチナが前年比で 2% 減る見込みだ。ロシアの供給は溶鉱炉のメンテナンス作業が予定されてお

り2024年の生産に影響が出るだろう。北米では人員整理が行われた影響で2020年以前の生産水準には戻らないだろう。リサイク

ル供給は、2024年は 2.6トン増える予測だが、それ以上の回復は見込めない。自動車触媒のリサイクルは、廃車体の減少と廃材

の蓄積に引き続き影響されるだろう。したがって供給全体の予測は前年比でマイナス 1%  (-1.9トン)となる。 

自動車のプラチナ需要は、パラジウムの代わるプラチナの代替需要と自動車生産の回復に支えられており、またハイブリッド車

の人気が、普通乗用車のバッテリー電気自動車(BEV)のマーケットシェアの伸びを相殺している。2023年は 11% だったBEVのシェ

アは今年 14% になるとされるが、これはこれまでの予想（15%）よりも少ない。宝飾品需要は昨年の低い水準から回復し 3.4ト

ン増える予測。宝飾品需要は各地域で回復しているが、インドの伸びが再び最大で、中国の回復は小幅になる見込み。工業需要

は 69.7トンの予測で前年比マイナス 15% 。これは前年が過去最高だったこと、2024年は化学とガラス産業の工場新設が少なく

なっていることが背景にある。工業需要には新しく水素経済のプラチナ需要が加えられ (2.3トン, 前年比+128% )、水電解装置、

水素処理や輸送、定置型燃料電池、自動車以外の燃料電池モビリティーの需要が含まれる。 

投資需要の展望は前回の『プラチナ四半期レポート』から大きく変化している。2024年は ETF から資金が流出(3.7トン)し、投

資需要は３分の２減るという予測だが、中国のインゴットとコインの需要をデータに加えたため、需要のデータそのものは 1.4

トン 増えて 3.1トンになるだろう。これに加え、メタルズフォーカスによると、中国では500グラム以上の大型バーの需要は2023

年には 3.1 トン以上あったことが明らかになった。  

2024年の需要は全体で 236.0 トンで、前年比でマイナス 5%。 

需給データを合わせると、2024年に予測される供給不足は年間需要の 6% に相当する14.8トンとなり、2年連続の供給不足となる。 

2022年から2024年(予測)の年間供給の変化 (koz) 
 

出典：メタルズフォーカス 
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プラチナ投資 – 供給リスクと堅調な需要の過小評価 

厳しい経済状況の中でもプラチナ投資は依然説得力がある。経済成長が縮小する中でも強い需要と弱い鉱山とリサイクル供給が

プラチナの供給不足をもたらしているのだ。 

プラチナ需要予測に影響を与える世界経済の状況は複雑で、世界各国ではインフレが収まりつつある兆しは見えるが、金利が高

いにも関わらず予想ほど下がっていない。経済が堅調な米国でも高いインフレ率が予想より長く続いており、市場ではFRBが第2

四半期には金利を下げると見ていたが、それは少なくとも第4四半期まで押し出されたようだ。対照的に、欧州と英国では金利引

き下げの時期が早く来そうであるが、そうなればユーロ安、ポンド安のリスクを孕む。一方、中国経済は、徐々に解除されてい

る各都市の住宅購入制限が多少の効果を生むかもしれないが、依然大きな負債を抱える大手不動産業者と株式市場の不安定な動

きが続いており、はっきりとしか回復の気配は見えていない。しかしそれでも、国際通貨基金(IMF)は、2024年の世界の GDP 成

長率を 3.2% に上げ、プラチナ需要にはプラスとなるようなソフトランディング的な経済見通しを発表した。が、中東やそのほ

かの地域の地政学リスクが再び世界経済の成長やサプライチェーンに影響を与える可能性も捨てきれない。2024年の主なテーマ

は政治。南アフリカでは総選挙が 5月29日にあるが、国内の PGM 鉱山会社の合理化や人員整理に関するニュースはまだ続いてい

る。低い PGM バスケット価格の影響がまだ様々な問題を引き起こしているというのが大部分の認識だ。 

 

 

 

 

 

 

2022年から2024年(予測)の年間需要の変化 (koz) 
 

出典：メタルズフォーカス 

年間のプラチナ需給バランス(koz) 
 

出典：2013年から2018年はSFA（オックスフォード）、2019年から2024年予測はメタルズフォーカス 
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米国の大統領選ではバイデン氏とトランプ氏が再び一騎打ち、共和党が勝てってグリーン政策が骨抜きにされれば水素経済の発

展スピードが鈍るかもしれない。米国の選挙結果にかかわらず、水素需要に関しては中国と欧州が大きな影響力を持って引っ張

っていくと我々は予測しているのだが。 

今回の『プラチナ四半期レポート』のデータの中から、プラチナ投資をサポートするものをいくつか紹介しよう。まず数年間に

わたって下落傾向が続いている供給、特に2024年の供給は、2013年からの我々の統計データの中でも最も少なくなる予測だ。需

要ではエンジン車が予想よりも長く市場に残り、かつ各車両の自動車触媒に使われるプラチナの量が増えるということで、2024

年のプラチナ需要は2017年以降で最大になる予測だ。宝飾品需要はインドと中東の成長のおかげで、2021年以来初めてはっきり

と上向くだろう。工業需要は予想通り前年よりも減るが、定置型燃料電池やその他の水素関連のプラチナ需要(前年比+128%)のお

かげで、過去の水準と比べると高い水準。投資需要にはあまり期待が持てないが、中国のインゴットとコインの需要の伸びは非

常に大きい。強い需要と弱い供給の結果、2024年は再び2年連続で15.6トン近い供給不足で、不足は2025年以降も続く見込みだ。 

したがってプラチナ投資の焦点は、過去にないほど良好なファンダメンタルズではなく投資家センチメントであり、それは何に

影響されているのだろうか。 

まずなんといっても、自動車の電動化で消える運命のエンジン車とともに自動車のプラチナ需要も消滅するという考えに市場が

固執している点だ。実際のところは昨年 11% だった BEV のシェアが 予想通り2030年までに約 30% に達したとしても、エンジン

車とハイブリッド車は二者一択ではないのだ。BEV のシェアの伸び分の大部分は、世界の普通乗用車生産(2030年は9000万台〜1億

台)の増加分のほとんどが BEVであることからきており、エンジン車・ハイブリッド車の生産台数は2030年までに実はそれほど大

きく減らない(我々の推定では約900万台〜7100万台)。ハイブリッド車にはPGMがより多く使われていることと、安定した大型車

生産(新しい燃料電池自動車(FCEV)の増加も含めて)などを考えると、自動車のPGM需要が2030年にかけて消滅するとは言えないの

だ(需要の年間平均成長は-1%)。 

次に、低いPGM バスケット価格とその下落が早かったことで、プラチナ鉱山会社は設備投資の中止や人員削減などコスト削減策をと

っている。これらの対策の影響はまだ生産目標の下方修正として現れていないが、コスト削減策が広い範囲に及んでいることを

見ても、現在の生産水準を維持する力、あるいは需要の増加や PGM価格の上昇に対応して生産を増やしていく余力は少ない。同

様に、リサイクル業界が今抱えている問題はいずれ解消するだろうが、その対応スピードを見ると実質的な問題解消にはまだ数

年かかる可能性もあり、その点も供給を圧迫することになるだろう。 

3番目としてプラチナに対する弱いセンチメントは、ゴールドのパフォーマンスと比較されることで余計に助長されている点だ。

金利が高くても、ゴールドのパフォーマンスは予想外によく、中央銀行の買い入れや個人投資家の購入がゴールドETFからの資金

流出を補っている。しかし、ゴールド、プラチナともに第1四半期の投資需要は低迷したために、なぜプラチナがゴールドの動きに追

随しないのかという疑問を招いた。その答えは OTC と先物市場にありそうだ。投資家のゴールドポジションはネットロングを維

持したが、プラチナポジションはロングとショートを繰り返した。2021年からそうであるように値動きはレンジに縛られ、さら

に、価格が下がったところで中国の自動車メーカーのスポット買いが入ったことで、一層それが悪化したと考えられる。 

しかし、今は納得していない市場も、自動車のプラチナ需要は今後も希望が持て、プラチナ供給にはリスクがあることを認識す

る時が来るだろう。このようなファンダメンタルズを考えると、供給を埋める最後の手段は、もう少し価格が上がる必要がある

にしても、地上在庫であり、それが急速に減少して(2022年〜2024年の間に25%減少)、維持不可能なレベルに向かっていることで、

現物市場はタイトになって、価格の上昇圧力をサポートするはずだ 

 

WPIC 活動のハイライト 

我々のプロダクトパートナーはその数が増えているだけでなく地理的にも広がっているが、これは投資家にとっては選択肢が増

えるだけでなく、我々にとってもプラチナ投資を増やすための市場開拓と適切な戦略を考えていく上で有利な展開といえよう。 

欧州と北米では引き続きパートナー各社の顧客により多くのプラチナ投資の情報を広めるサポートを行ない、営業と顧客トレー

ニングの回数も増やしている。おかげでゴールドとシルバーの投資家にもプラチナに対する知識を周知することができた。 



PLATINUM QUARTERLY Q1 2024 

© 2024 World Platinum Investment Council – WPIC ®. All rights reserved. Page 5 of 23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中国ではプラチナの安値とWPIC の投資家開拓活動が実を結び、パートナー各社の四半期レベルのプラチナ販売は過去最高を記録

した。これを受けて、『プラチナ四半期レポート』では中国のプラチナ投資商品需要の一部(小型サイズの商品)を地域別データ

で分類する変更を行った。この需要は、2023年は 1.6トン、2024年第一四半期は2023年の四半期平均と同じ 0.4 トンだった。後

述するように、我々はプロダクトパートナ社の大型のバーとコインの販売にも助力し、全部で 3.1トンを超えた。これは前述の

中国のインゴットとコインの投資需要 1.6トンには含まれない需要となる。  

中国ではさらに、パートナー各社とともに若い世代でも購入しやすい小型商品を数多く展開をして成功を収めたが、販売の大部

分は 500グラム以上の大型バーが占めた。製造コストが安い商品となるため、熟練した投資家には人気があるのだ。辰のデザイン

を施した中国金貨総公司の  10グラムの プラチナバーは非常に人気が高く、2024年第一四半期には 100グラムの商品も販売された。

深圳市の水貝に我々の共同オフィスは WPIC のブランド力を高めるのに役立っており、プラチナの投資商品を検討している多く

の企業と関係を深めている。 

シンガポールでは、パートナー第一号となるSilver Bullion の「S.T.A.R Grams」プログラムにプラチナが加えられた。顧客は

わずか 0.1 グラムからでも、スポット価格の 3.5% 増でプラチナを購入して保管庫に所有でき、買い戻しはスポット価格ででき

る。 

日本では楽天証券とのマーケティングキャンペーンが成功し、業界ではプラチナの取り扱い、および WPIC とのパートナーシッ

プシップに対する関心が高まっている。現在、数社とパートナー契約やマーケティング戦略についての話し合いが進行中である。 

 

 CEO、トレバー・レイモンド 
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表１：供給、需要、地上在庫のまとめ 

 

出典: メタルズフォーカス（2019年から2024年予測） 

注: 
6. 地上在庫：＊＊＊113.5トン 2018年12 月31日時点（メタルズフォーカス） 
7.  †道路を通行する車両以外の自動車需要は自動車触媒需要に含まれる。 
8. 予測は全て最新データに基づくが、新たな四半期レポートのデータに応じて修正されることがある。 
9. WPIC は2013年、および2014年第1四半期および同年第２四半期の予測は発表していない。しかし2014年第3四半期から2017年第4四半期のデータは過去のプラチナ四半期レポ

ートに掲載されており、それらについてはW P I Cウェブサイトを参照（無料）。 
10. 2018年第2四半期以降の四半期予測と2018年上半期以降の6ヶ月予測は、23ページの表3と24ページの表4にそれぞれ含まれている(供給、需要、地上在庫)。26ページの表6の

地域毎のリサイクル供給の詳細データは2019年からのものによる。 
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2024年第1四半期のマーケットレビュー  

2024年第1四半期は経済が予想外に堅調だったが、インフレ率は安定せず中央銀行による金利引き下げは予想以上に遅くなりそう

な中で、ゴールドの価格は過去最高を更新。しかしプラチナは良好なファンダメンタルズながらもゴールドに追随する動きには

なっていない。第1四半期の自動車需要は上々で宝飾品需要も回復したが、投資需要と工業需要が弱く、需要全体は前年同期比で

マイナス 6%、62.0トンとなった。供給は、例年第1四半期は鉱山供給が少ない上にリサイクル供給は回復せずで、全体で 50.5ト

ン、供給不足は 11.5トンとなった。 

 

 

供給 

精錬プラチナ生産は南アフリカの増産により前年同期比 4%  (+1.3トン) 増えて 38.4トン。 

第1四半期の南アフリカの鉱山生産は例年季節的に少なくなる。従業員がクリスマス休暇から戻ったばかりであること、設備メン

テナンスが行われること、そしてアングロアメリカンプラチナム（アムプラッツ）では原材料などの在庫確認が行われることな

どがその理由だ。第1四半期はエスコムの計画停電の影響はなかった。しかし、インパラの生産は第5溶鉱炉の再構築が行われ、

再稼働は2024年4月の予定だ。アムプラッツでは前年同期の生産に影響を与えたポロクワネ溶鉱炉の再構築が終わり、委託生産も

含めた精錬プラチナ生産が増えた。その結果南アフリカの精錬プラチナ生産は前年同期比で 5% 増えて 25.4トンだった。 

ロシアの生産は前年同期比マイナス 1%で 5.5トン。ロシア最大のノリリスクニッケルは昨年から稼働した新たな機材のおかげで

第1四半期のプラチナ鉱石の生産が増加し、西側諸国からの機材供給を引き続き停止することを発表した。北米の精錬プラチナ生

産は前年同期比 1% 増えて 2.2トン。ジンバブエの生産は前年同期比 5% 増えて 3.8トンだった。 

 

リサイクル 

世界のリサイクル供給は前期との比較では回復したが、例年より少なかった昨年同期とほぼ同じ水準の 12.1トンだった。 宝飾

品リサイクルでも主に在庫品のリサイクルで回復が見られたが、自動車触媒と電子材のリサイクルは低迷した。自動車触媒のリ

サイクルが減っているのは廃触媒が不足しているのではなく、スクラップヤードが処理に出さずに貯めているからだということ

だが、例年よりも廃車が少ないのは確かだ。PGM の使用量が少ない古い自動車触媒は処理されているが、規制が厳しくなってい

ることで業界の再編成が進みつつある。例えば北米では州によっては新たな承認が必要であったり、行政による指導が入ったり

などで、事業を断念した業者もある。一方中国では、自動車触媒の回収や処理に対する行政の監視が厳しくなっており、業界の

縮小が懸念されるが、それでも中国の自動車触媒の処理は昨年後半とは違って回復傾向にある。 

チャート１：2024年第1四半期の需要供給バランス (koz)  
 

出典：メタルズフォーカス 
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需要 

2024年第1四半期の世界のプラチナ需要は前年同期比マイナ 6%、62.0トンだった。自動車需要は 3% (+0.7トン) 、宝飾品需要は 

5% (+0.7トン) それぞれ増えるなど堅調だったが、工業需要はマイナス 7% (-1.4トン)、投資需要は個人投資家が弱く、取引所在庫

も流出し、マイナス 68% (-4.2トン)となった。 

 

 

自動車需要 

2024年第1四半期の自動車のプラチナ需要は前年同期比では 3% (+0.7トン) の増加で25 .9トン 、前期比では 2% (+0.5トン) 

増加。普通乗用車生産は前年同期比で1% 増加、2180万台 とあまり増えなかったが、プラチナ需要の絶対量としては堅

調で2017年以来最も多くなった。中国、インド、北米で普通乗用車生産が増えたが、欧州、日本、その他の地域では、在庫が補

充され消費者の購買意欲も低下したため減少した。一方で、大型車生産は全体で 2% 増えて 89万1000 台だったが、プラチナを

多く使う欧州の大型車はマイナス 13%だった。インドの大型車生産も15% 減り、18% 増えた中国のトラックとバスの生産を相殺

してしまった。オフロード車生産も前年同期比で減少した。 

チャート２：プラチナ供給 （koz) 

出典：メタルズフォーカス 

チャート３：プラチナ需要 （koz) 

出典：メタルズフォーカス 
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普通乗用車生産の回復は遅いが、プラチナ需要はプラチナを多く使うトリメタル触媒システムの増加とハイブリッド車の増加に

支えられた。北米の第1四半期は、代替需要の増加とハイブリッド車が前年同期比で 33% 増えたことを背景に、プラチナ需要が前

年同期比で 13% 増えた。中国では普通乗用車生産が 6% 伸び、そのうちハイブリッド車は 42% も増え、マイナス 6% となったエン

ジン車生産を補った。これとともに大型車の増産と「国 6b 」排ガス規制に対応するために触媒の量が増えたこととで、プラチ

ナ需要は 13% 増えた。欧州はディーゼル車のシェアが減り続け、プラチナ需要が減少唯一の地域だったが、それでも自動車セク

ターの中ではプラチナの消費量が最も多い地域で、全体の33% を占める。その他の地域でもハイブリッド車が増えているが、プ

ラチナ需要にはあまり現れていない。インドはエンジン車とハイブリッド車両方の生産が増え、韓国はハイブリッド車の増加よ

りもエンジン車の減産の方が大きかった。しかし BEVも販売の伸びが鈍化したため 生産高も前年同期比では減った。 

 

宝飾品需要 

世界のプラチナ宝飾品需要はインドの強い需要と中国以外の地域の回復を背景に 5% (+0.7トン)  増えて 15.1トンとなった。 

2024年第1四半期の欧州の需要は前年同期比 3% 増えた。ゴールド宝飾品との価格差が一般向け宝飾品やブライダル商品の需要を

支え、高級宝飾品の伸びも続いた。高級時計は需要が減少し、スイスの品位証明刻印の受付数量は大きく減った(マイナス 31%)。  

北米の宝飾品製造は、予想外に好調に終わった2023年の後に、ゴールド宝飾品と比べた割安感が広がってプラチナ製品の在庫補

充をした小売店が増えたことで 1% (31.1 kg) 増えた。しかし、消費者の支出傾向が平常に戻り経済成長の見通しが弱まるにつれ

て、すべての貴金属の宝飾品販売が減った。 

日本では、関係者の情報によると第1四半期はブライダル需要が低迷したにもかかわらず、プラチナ宝飾品需要は好調で前年同期

比で 10% 増えて 2.9トンとなった。この背景は喜平チェーン、ペンダントなどブライダル商品以外の宝飾品が伸びたことにある

ようだ。またゴールド価格が上昇したためにプラチナに目を向けた消費者や小売チェーンが需要を支えたとも聞いている。 

中国ではプラチナ宝飾品製造の下落傾向は変わらず、既に低い水準にあった昨年同期からさらに 9% (-0.3トン) 減った。ゴール

ド宝飾品との競争による減少が最も大きな原因だが、季節的要因 (旧正月は伝統的にゴールド宝飾品の需要ピーク)もあり、また

ゴールド価格が上がり続ける中で価値保存機能のある資産としての宝飾品を消費者が選んだことも背景にある。そして商品開発

やマーケティングもゴールド商品の方に重きが置かれたため、特に地方のプラチナ宝飾品産業が打撃を受けた。 

インドのプラチナ宝飾品需要は、米国とアラブ首長国連邦への輸出が過去最大の 0.9トン (前年同期の9倍) になったことで前年

同期比 53% 増えて 1.8トンになった。プラチナギルドインターナショナルが中東向けに積極的なプラチナ宝飾品のマーケティングを

行っており、小売チェーンが新たな店舗を展開、プラチナ宝飾品を店頭におく店舗が増えたことも貢献した。インド国内では、

ゴールド価格が大きく変動したために客足が途絶え、プラチナ需要は伸び悩んだ。 

 

工業需要 

2024年第1四半期の工業需要は、中国の化学プラントの拡張サイクルが終わり、前年同期比から 1.4トン減って 19.0 トンだった。

石油と電子材の需要の減少は、ガラスと水素関連の需要、医療など他の分野の増加で補われた。 
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化学 

2024年第1四半期の化学のプラチナ需要は前期比で 7% (+0.3トン) 増えて 4.4トンだったが、前年同期比では半分以下に減り、

中国の化学産業の需要がいかに大きかったかがわかる。中国は数年にわたってパラキシレン (PX) と脱水素プロパン (PDH) 施設

の急速な規模拡大が続いたが、その勢いは2023年下半期には弱まり、2024年第1四半期も同様となった。したがって石油化学産業

のプラチナ需要は各地の工場の触媒交換の際の補充需要が主となった。これとは対照的にシリコーン産業のプラチナ需要は、

2023年は低迷したが、2024年第1四半期は特に堅調な米経済に支えられて回復した。2023年度中に過剰な在庫が解消されたことも

需要に貢献した。昨年回復した硝酸生産の需要は前年同期の水準とほぼ変わらなかった。  

 

石油 

2024年第1四半期の石油のプラチナ需要は前期比で 2% (+31.1 kg)増えて 1.2トンだった。中東の緊張感の高まり、ロシアの製油

所に対する攻撃、OPEC+ による追加の石油減産延長などにも関わらず、第1四半期の世界の石油供給は増えた。地域別プラチナ需要で

は増産が続く北米が唯一増加となった。中国はプラント拡大路線が弱まったことでプラチナ需要が減り、前年同期比でマイナス 

5% となった。 

 

医療 

2024年第1四半期の医療のプラチナ需要は前年同期比で 3% (+93.3 kg) 増え、コロナ禍後の四半期ベースでは最高となる 2.4トン

だった。コロナ後はほとんどの国で健康医療への支出が大きく増え、プラチナを使う医療機器、ガン治療薬を含む医薬品の需要

が高まった。 

 

ガラス 

2024年第1四半期のガラスのプラチナ需要は前年同期比で2倍の 5.4トンとなった。ほとんどの増加は中国で新しく設置された液晶

ガラス用タンクの需要で、日本の業界の液晶ガラス用タンクの整理は一巡した。しかし、中国のグラスファイバー工場の拡張ペ

ースが弱まったことでプラチナ需要が多少影響を受けた。 

 

電子材 

2024年第1四半期の電子材のプラチナ需要は前年同期比マイナス 1% だった。AIとそれに関連する多くのアプリケーションの急速

な発展のおかげでクラウドコンピューティングとニアラインストレージ市場の回復が続いていることで、大容量ドライブの需要

が急増し、低迷が続いていたハードディスクドライブ（HDD）の出荷減少が一時的に和らいでいる。しかし HDD メーカーはまだ

ソリッドステートドライブ（SSD）と競合する市場の状況を楽観視しておらず、収益安定のために出荷をコントロールしな

がら様子を見ているようだ。それでも高性能ドライブの成長によってユニットごとのディスクの数とメタルの使用量は増加し

ている。半導体に関しては各国がそれぞれ国内製造に動き出したため、新たな工場が稼働し始めてこの分野のプラチナ需要を支

えている。 

 

定置型燃料電池とその他の水素関連 

成長著しい水素セクターの数多くの分野でプラチナが使われていることから、今回から水素関連のプラチナ需要をその他の工業分

野から独立させることにした。水電解装置と定置型燃料電池のメーカー各社は多くの注文を抱えてフル稼働しており、前年同期

比からのプラチナ需要は大きく増えて 0.4トンとなった。 

 

その他の工業分野 

2024年第1四半期のその他の工業分野のプラチナ需要は前年同期比で  3% (+0.2トン) 増えて 4.4トンだった。自動車触媒市場同様

に、スパークプラグとセンサーの需要は自動車の増産に助けられ中古車販売も堅調だった。宇宙航空分野ではロケット発射の増

加や飛行機による旅行数が増え、プラチナ需要に貢献した。 
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投資需要 

2024年第1四半期の世界のインゴットとコインの投資需要は前年同期比で半分に減り(-50%) 2.0トン (-2.0トン)、2022年第4四半

期以来最大の減少幅を記録した。日本の投資市場の低迷が大きな原因だが、北米も減って欧州と中国の増加を打ち消した。 

詳細な解説に入る前に、メタルズフォーカスが個人投資家データを修正したことを伝えなければならない。昨今新たなデータを

入手したため現地調査を行った結果、中国のインゴットとコインの需要予測が過去数年間にわたって少なすぎたことが判明したの

だ。中国の投資需要はプラチナ価格が下がったこと、プラチナ商品が増えたこと、積極的なプロモーションが行われたことなどで、

2023年には 1.6トンに達しており、今年もさらに増える予測だ。この新たな調査を受けて、『四半期レポート』では中国の個人投

資家の需要データを地域別データとして表すことにした。さらにこれには含まれないが、中国国内で製造されている 500グラム

と 1キロのプラチナバーは富裕層などの間に大きな需要があることも特記しておきたい。というのは、2023年はこれらの商品は

実際 3.1トンを超えていたのだが、この分は我々の今までのレポートでは、SGEで買われたインゴットが投機目的で中国に輸入さ

れたプラチナと分類されていたからだ。この点に関する我々の調査はまだ続いており、新たな情報がわかり次第、今後の需要予

測を修正する可能性もある。 

欧州の2024年第1四半期の個人投資家需要は、2024年初めのプラチナの安値が新たな投資を呼び込み、前年同期比で 50% (+0.1ト

ン) 増え 0.2トンだった。しかし、50% 増えたとはいえ、2023年の水準は6年ぶりの低い水準だったため、回復したと言っても全

体の需要は多いとはいえず、現物インゴットとコインの需要はゴールド、シルバー、プラチナを通じて活気がなかった。 

2024年第1四半期の日本の個人投資家需要は予想に反してグロスの買いも売りも低く低迷した。マーケット全体ではネットでポジ

ティブだったが 62.2 キロ と取るに足らない量だった。問題はゴールド価格の急激な上昇が大きく報道され続けているおかげで、消費

者の関心がもっぱらプラチナではなくゴールドに向いていることだ。とはいえプラチナ価格がほとんど動いていないこと自体も問題

なのだが。 

中国では、ゴールドが史上最高値となる中でプラチナの割安感に惹かれた投資家の購入でインゴットとコインの需要が前年同期

比で伸びた。興味深いのはプラチナ宝飾品店でプラチナインゴットを売り始めたことだ。 

2024年第1四半期のプラチナ ETF の残高は 0.3トン増えて 95.7トン、前年同期よりも 1.5トン少なかった。増加分は欧州と北米

の市場に上場されている西側諸国のファンドがそれぞれ 0.1トンと 0.6トンずつ増え、南アフリカのファンドが 0.5トン 減った

分を相殺した。第1四半期を通じてプラチナ価格が低かったため、多くはないがバーゲンハンティング需要もあった。特に北米で

は量と価格の相関関係が大きく変わって -0.7 になるなど、安値買いが目立った。NYMEXとTOCOM を合わせた取引所在庫は 0.3ト

ン減った。 

 

チャート４：プラチナ投資 （koz)  

出典：メタルズフォーカス社 
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2024年の展望  

世界経済の展望に関するIMFの最新発表は、2024年はゆっくりだが着実に回復し、GDP成長率予測は 3.2% としている。しかし、イ

ンフレ率は依然高く、金利も予想より長い期間高い水準を保っており、政局が不安な地域も多々ある。こういった状況がコモデ

ィティー市場およびプラチナ価格には圧力になっていることは確かだ。今年もプラチナの安値はその他の要因とも絡んでプラチ

ナ供給にはマイナス要因となるだろう。鉱山供給は 3% 縮小する予測だが、リサイクルが弱いながらも回復基調で多少補完でき、

供給全体は前年比マイナス 1% (-1.9トン)で 221.2トンとなるだろう。需要は、大きく伸びた2023年ののち、今年は工業でガ

ラスと化学工場の新設拡張がないためマイナス 5% (-13.6トン) で 236.0トンの予測である。 

 

 

供給 

鉱山供給は、南アフリカとロシアの減産が影響し、マイナス 3% で 170.1トン の予測。 

南アフリカの生産は全体で 2% 減って 120.4トンとなる予測。コスト削減策としてインフラ設備を閉鎖したことで、拡張プロジェ

クトで増えた生産が相殺されるからだ。バスケット価格の下落による収益悪化への対応として、鉱山会社は開発プロジェクトの

延期や設備投資の軽減などを実行しているが、こういった対策は長期的な鉱山供給に影響を及ぼす恐れがある。さらに今年に入

って、シバニェ・スティルウォーターの 4B Marikana 鉱区などコスト高の鉱山の閉鎖も発表されている。このようなことから今

年の南アフリカの供給は、コスト削減策による減産のペースと、進行中のプロジェクトによる増産の間の微妙なバランスの間に

落ち着くのではないだろうか。現在のバスケット価格だと利潤が非常に低い鉱山会社もあり、わずかな価格の変動でも供給への

影響は非常に大きい。バスケット価格がさらに下がって、生産会社が次の段階の合理化を実行すれば、2024年の予測はさらに下

がるリスクがある。最近、南アフリカの労働法「Section 189s—a」の元で人員整理を実行した鉱山会社があるが、従業員を減ら

しすぎると逆に柔軟な生産体制が取れなくなり、生産目標達成の障害になる可能性もある。 

南アフリカの鉱山供給に対する電力供給リスクは解消したわけではないが、2024年は計画停電による生産中断の影響は最小限で、

供給にはそれほど大きな影響は及ぼさないと考えられる。エスコムの最近のデータを見ると、火力発電所の老朽化が原因で今後

も発電量が縮小していくことには変わりない。しかし、南アフリカ経済が良好でない上に、太陽光発電機など多数の小規模発電

機が設置されて送電網に頼る電力需要は減っているため、今のところは少ない発電量でも回っている状態だ。いずれにしろエス

コムの供給量が再び減ったり、規模の大きい発電機が故障したりすれば、再び計画停電が始まり生産が中断されるだろう。 

ロシアの供給はナデジダ精錬プラントの第2溶鉱炉の修理が主な原因となってマイナス 9% で 19.2トンとなり、ここ数年で最低水

準になる予測。西側諸国の制裁で、販売、資材調達及び資金調達に生じている問題は解消されていない。 

チャート５：2013年から2024年の需要供給バランス (koz) 

出典：2013年〜2018年はSFA(オックスフォード)、2019年〜2024年はメタルズフォーカス社 
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北米の生産は昨年と同水準の予測。シバニェ・スティルウォーターの米国の鉱山での生産は、昨年の事故から回復して多少増え

る見込みだが、カナダのニッケル鉱山の副産物であるプラチナが減るため増加分が相殺されてしまうだろう。ジンバブエの生産

は安定しており昨年とほとんど変わらない予測。 

 

リサイクル 

2024年の世界のリサイクル供給は 5% (+2.6トン) 増えて 51.1トンに回復する見込み。回収した素材を処理せずに貯めている業者

がいるとしても、リサイクル供給網の問題には解決の兆しが見え、ようやく低いプラチナ価格に業界で対応しようとしている動

きが見られるからだ。自動車触媒のリサイクルは昨年よりも 6% 増えて 37.4トンになるだろう。中国では宝飾品の新旧交換が増

える見込みで、古くて重量のある宝飾品を軽くて高額なデザインの商品に交換することが多いため、宝飾品リサイクルは多少回

復するだろう。電子材のスクラップも規制が整理されたことや、スマートフォンの出荷が3四半期連続で増えていることを見ても

リサイクルは増えるだろう。 

 

需要 

2024年のプラチナ需要は全体で 236.0トンになる予測。エンジン車生産が減るが自動車需要は安定、工業需要はガラスと化学工

場の拡張新設がないため過去最高となった昨年の水準からは減る。また、ETF からは資金が流出するだろう。 

チャート６： 2023年と2024年の供給の変化 (koz) 
  

出典: メタルズフォーカス社 
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自動車需要 

自動車業界では入荷待ちの注文も納車され、過去3年間続いていたサプライチェーンの問題も概ね解消しつつあるが、自動車生産

率の伸びは遅くプラチナ需要の伸びも同様に遅い。今年の普通乗用車生産は 1% 増えて 9190万台、大型車生産は 2% 増えて 350

万台になる予測。2023年は 71% だったエンジン車のマーケットシェアは 64% に減る予測だが、プラチナ需要は減らず、ハイブリ

ッド車の成長とガソリン車でのパラジウムの代替となるプラチナ需要で、101.7トンになるだろう。  

欧州では BEV 生産が増えてエンジン車の生産が減り、プラチナ需要は 9% 減るだろう。しかし電気自動車に対する消費者の関心は

薄れているようで、メーカーが予想したほどにはBEVは伸びていない。欧州の今年の BEV 生産は過去2年は 42% と予想されてい

た成長率を下回る 27% の伸びにとどまるだろう。 

北米の自動車生産はハイブリッド車に大きく傾いているが、伸びはそれほど大きくなく、プラチナ需要は 4% の増加見込み。米

国では環境保護庁による以前の排ガス規制が、BEV の割合を指定していたものから、新たにメーカー側で生産する車両のドライ

ブトレインの組み合わせを選択できる内容に変わったため、今後ハイブリッド車は大きく伸びると考えられる。 

中国の自動車のプラチナ需要は 15% 伸びる見込みで、その要因としては、大型車の増産 (+12%)、PGM を使う排気後処理システム

を搭載するオフロード車の割合の増加、さらにエンジン車生産が 10% 減っているにも関わらず普通乗用車のハイブリッド車が 

24%増えてエンジン車の減少分を補うことなどが挙げられる。 

プラチナ価格がパラジウム価格に接近、あるいは追い越す可能性が出てくるにつれ、パラジウムの代替としてプラチナを使う動

きが減るのではという懸念がある。しかし自動車製造分野などの排気後処理技術の変更は非常に時間がかかるプロセスで、通常

は新車モデルの導入予定に合わせて行われる。したがってパラジウムに戻るような大きな変更は始まったとしても徐々に行われ、

数年間はかかるだろう。よってプラチナの代替需要は今年も続き、23.5トンに達する見込み。 

 

宝飾品需要 

今年の世界のプラチナ宝飾品需要は 6% (+3.4トン)増え 61.5トンになるだろう。成長に最も貢献するのはインドで、欧州、北米、

中国を全て合わせた需要とほぼ同等だ。 

欧州の需要は 2% 伸びて過去最高になる見込み。ブライダル製品の販売は弱い予測だがゴールドとの価格差が有利になる可能性

もある。高級宝飾品市場ではメーカーの需要拡大に向けた投資が増えており今後も伸びが見込まれるが、ホワイトゴールド製品

の方が好まれる傾向は依然として続いている。

チャート７：2023年と2024年（予測）の分野別需要の変化  

出典: メタルズフォーカス社 
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北米のプラチナ宝飾品需要は、これまではマイナス 2% になる予測であったが、ゴールド製品との価格差が広がり小売店が在庫

を増やしたこと、ダイヤモンド市場が落ち着いてきたこと、米国の好景気が続いていることなどで、今年の予測は 2% の増加に

上方修正した。しかし、大統領選挙に向けた緊張や、出費傾向の変化、生活費の上昇などで、2022年のピークに及ぶことはない

だろう。 

第1四半期が好調だった日本市場は、2024年全体の需要も増加する予測に自信を強めているが、今のところは控えめな 4% 増とい

う予測にとどめている。というのは関係者の間では日本のプラチナ宝飾品市場にとって非常に重要なブライダル需要の見通しがあまり

良くないからだ。しかし旅行者が戻ったこと、ゴールド価格が高騰しているためにゴールド商品からプラチナ商品に乗り移る消費者に

期待できるなど、良い兆しは多く予想が修正になったとしても上方修正になるだろう。 

中国市場は3月に多少ポジティブな変化が見られた。ゴールド価格が1ヶ月間に 10% も増えて過去最高となったのちに、消費者の

間では価格調整への恐れからゴールド宝飾品需要が落ち込んでしまった。さらにゴールドが上がったことで資金コストも上がっ

て販売も落ちたため、小売店の中には在庫整理でゴールド製品からプラチナ製品に重点をシフトしたところも出てきた。この傾

向は宝石付きの宝飾品に強く見られ、主流は18金の石留めの商品からプラチナの石留めの商品に変わってきている。 

2024年の中国のプラチナ宝飾品需要は 5% 増えて 13.3トンになる予測で、ゴールド宝飾品との競争が収まり、業者でプラチナ宝

飾品の在庫を補充するところが増えることが背景だ。さらに小売店がソーシャルメディアを使ってライブで男性向けプラチナ宝

飾品のプロモーションをしており、この分野の需要も大いに期待が持てる。 

インドのプラチナ宝飾品製造は2024年も好調な輸出と新旧合わせた小売店の拡大路線で、順調に増えて約 8.1トン (+1.8 トン) 

になるだろう。今年は人気の高い男性向けプラチナ宝飾品の需要、そして最も急速に需要が増えているゴールドとプラチナを組

み合わせた製品の需要などに支えられるだろう。 

 

工業需要 

工業分野では化学とガラス工場の新規拡張が減り、プラチナ需要は 15% 減って 69.7トンになる予測。定置型燃料電池は需要が

伸びるが、センサー、スパークプラグ、宇宙航空産業のプラチナ需要は前年とあまり変わらないだろう。 

 

チャート８：2024年（予測）と2023年の分野別需要  
 

出典: メタルズフォーカス 
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ガラス 

2024年のガラスのプラチナ需要は、21.8トンもあった前年から 25% 減り 16.3トンになるだろう。減少のほとんどは中国で液晶

ガラス工場の拡張が減ったことと、グラスファイバーの需要の低迷と価格の低下で工場の拡張がなくなったため。日本では経済

状況の悪化でコスト削減のため液晶ガラスタンクの停止が再び始まるだろう。対照的に、その他の国のカテゴリーに入る韓国で

は昨年は液晶ガラスタンクの停止があって生産規模の縮小が起きたが、今年は計画されておらず、ネットでポジティブの需要に

戻るだろう。 

 

医療 

2024年の医療のプラチナ需要は 3% (+0.3トン) 増えて 9.3トンになる見込み。腫瘍学への投資が二桁台で増えていることを反映

して、プラチナを使う癌治療薬の伸び率が最も大きい。一方で人口の高齢化と発展途上国で健康医療へのアクセスが増えるに伴

って、医療器具に使われるプラチナの需要よりも医薬品有効成分に使われるプラチナの需要の伸びの方が早いだろう。歯科修復

治療ではプラチナよりも安価で自然の歯の色に近い素材を使うようになってきているため、歯科のプラチナ需要は医療の需要全

体の 5% 以下に落ち込んでいる。 

 

化学 

2024年の化学のプラチナ需要は前年の3分の１ (-8.0トン) 減って 16.5トンという低い水準となる予測。このほとんどは中国の石

油化学産業で、PX と PDH の生産能力拡大の鈍化で需要が減ったことによるもの。硝酸生産でも、肥料価格が下がりプロジェク

トコストの上昇で新規工場への投資が減ったためプラチナ需要が少し減るだろう。対照的にシリコーン産業のプラチナ需要は、

堅調な世界経済と過剰な在庫が平常レベルに戻ったことなどで回復する見込みだ。 

 

石油 

2024年の石油のプラチナ需要は安定するだろう (-62.2 kg)。OPEC+ によって石油の減産措置が延長されたが、OPEC 以外の生産

国の増産で補われるだろう。北米の石油増産が顕著で、特に米国は2024年、2025年の両年で世界最大の産油国となる予定だ。石

油の増産によるプラチナ需要を部分的に相殺するのは石油精製能力拡大が鈍化している中国の需要低迷だ。我々は中東で進行中

の紛争及び地政学リスクは石油産業に重大な障害を与えるとは考えていないことを付け足しておこう。 

 

電子材 

AI 搭載アプリケーションは大量のデータを処理するために、高性能で容易に拡張できるストレージが必要で、クラウドストレー

ジやエッジコンピューティングサービスを提供する業者は設備のアップグレードを行ったりしており、大容量ストレージ市場の

活性化に大いに貢献しているが、データアクセスの効率は HDD よりも SSD の方が圧倒的に有利であることは変わりないため、市

場シェアの決め手はユニットコストになる。半導体産業では2030年までに 58 箇所もの新工場が建設され世界的に生産量が増える

見込みで、これに伴うプラチナ需要が一部、ストレージ市場のプラチナ需要の減少を補うだろう。一方で NAND 型フラッシュメ

モリーメーカーは収益を維持するために慎重な生産計画を立てているが、そのおかげで HDD の有益性は無くなることはなく、少

なくとも今後 20年は需要があるだろう。したがって2024年の電子材のプラチナ需要はわずか 1% (-31.1 kg) 減るにとどまり 2.7

トンになるだろう。  

 

定置型燃料電池とその他の水素関連 

固体高分子（PEM）型水電解装置と定置型燃料電池アプリケーションの発達、そして液体有機水素キャリア(LOHC)による水素貯蔵

システムの試験運用の拡大など、この分野のプラチナ需要は今年、2倍に増える見込みだ。(注：燃料電池自動車のプラチナ需要

は自動車需要に含まれる。)
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その他の工業分野 

2024年のその他の工業分野のプラチナ需要は前年と変わらず 17.8トンの予測。自動車の寿命は伸びているが市場に出ている総台

数は高く、アフターマーケットビジネスは盛況だ。船舶と宇宙航空産業の需要も伸びており、エンジン車の減少で影響を受けて

いるスパークプラグのプラチナ需要の減少を補うことができるだろう。 

 

投資需要 

メタルズフォーカスによると、プラチナの価格は良好なファンダメンタルズとゴールド価格の上昇で、2024年の残りの期間で多

少上がる予測だ。このため日本では、値洗いで損失を出していた個人投資家などがやれやれの利食い売りが行われるだろう。.し

かし、ゴールドの人気の高さから見てもグロスで買いが増える可能性は少ない。 

北米では、米造幣局は第1四半期にイーグルコインを発行しているが、今年はプラチナ地金コインの製造はないようだ。イーグル

シリーズ以外のインゴットやコインの需要も多いが、人気の高いイーグルコインで期待できた需要の全てを補うことはできない

だろう。また、米国市場の年初の貴金属投資商品そのものの消費水準は低く、今後市場全体として回復できるかどうかという問

題もある。メタルズフォーカスは2024年の投資需要は比較的強いと見ているが、今までの弱含みの市場を打ち消すほどの強さに

はならないと考えている。 

中国の個人投資家需要は前年比で 15% 増えて 1.9トンになるだろう。プラチナはゴールドに比べて割安とみる投資家にとってそ

れ以外の投資商品のチョイスが少ないという背景もある。 

欧州は昨年同様に金利が高いことと、レンジに縛られたプラチナ価格、生活費の上昇が続く中で可分所得が目減りしていること

などから、投資家の意欲にはプレッシャーがかかり、現物投資はここ数年来の低さのまま変わらないだろう。 

2024年のプラチナ ETF 残高は 3.7トン減って 91.6トンになる見込み。2023年の欧州と北米のファンドに見たように、高い金利

は金利を生まない投資資産には逆風となるためで、2023年初のように南アフリカのファンドに資金が流入することもないだろう。 

 

地上在庫 

2024年は 14.8 トンの供給不足が予測されるため、地上在庫は年末までにここ4年で最低水準となる 112.6トンに減るだろう。  

WPIC が定義する地上在庫とは、年末の時点での、上場投資信託に依らず、取引所保有ではない、鉱山生産者・精錬所・宝飾製造

会社の加工在庫ではなく、消費者が所有していないプラチナの総量の予測である。 
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表２：供給、需要、地上在庫のまとめ ― 年間比較 

 

出典：メタルズフォーカス（2019年から2024年）、SFA (オックスフォード)社 (2014年から2018年) 

注： 

1.  地上在庫：＊128.8トン 2012年12月31日時点（SFA（オックスフォード）社）。＊＊113.5トン 2018年12月31日時点（メタルズフォーカス社）。 

2.  †一般道路を通行する車両以外の自動車需要は自動車触媒需要に含まれる。 

3.  メタルズフォーカス社、SFA (オックスフォード)社のデータは必ずしも同じ比較対象ベースを使っているわけではない。 

4.  2019年年以前のSFA (オックスフォード)社のデータはそれぞれ単独で5koz単位で四捨五入。 
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表３：需要と供給のまとめー四半期ごとの比較 

 

出典：メタルズフォーカス（2021年から2023年） 

注： 

1.  †一般道路を通行する車両以外の自動車需要は自動車触媒需要に含まれる。 
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表４：需要と供給のまとめー半年ごとの比較 

 

出典：メタルズフォーカス社（2021年から2023年） 

注： 

1.  †一般道路を通行する車両以外の自動車需要は自動車触媒需要に含まれる。 
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表5：地域毎の需要 ― 各年と四半期比較 

 

 

出典：メタルズフォーカス社（2019年から2024年予測）、SFA (オックスフォード)社 (2014年から2018年) 

注： 

1.  †一般道路を通行する車両以外の自動車需要は自動車触媒需要に含まれる。 

2. †† インドの自動車需要はその他の地域に含まれる。 

3. メタルズフォーカス社、SFA (オックスフォード)社のデータは必ずしも同じ比較対象ベースを使っているわけではない。 

4. 2019年年以前のSFA (オックスフォード)社のデータはそれぞれ単独で5koz単位で四捨五入。 
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表6：地域毎のリサイクル供給 ― 各年と四半期比較 

 

 

出典：メタルズフォーカス社（2019年から2024年予測）、SFA (オックスフォード)社 (2014年から2018年) 
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